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1.は し が き

1)研 究 の 目 的 と 意 義

本 邦 に 於 け る 生 体 部 分 肝 移 植 の 開 始 以 来 、 脳 死 ド ナ ー か ら

の 移 植 の 検 討 を 含 め 、 肝 移 植 は 一 つ の 社 会 問 題 と 言 っ て よ い

ほ ど 注 目 を 集 め て お り 、 研 究 者 の 間 で も 移 植 に 関 す る 論 議 は

に わ か に 活 発 に な っ て き て い る 。

一 方 、 移 植 の 歴 史 の 中 で 心 臓 移 植 問 題 に 端 を 発 す る10数 年

の 停 滞 は 、 再 び 許 さ れ る べ き も の で は な い 。 こ の よ う な 背 景

の 中 で 肝 移 植 を 進 め る に は 、 経 験 不 足 に 起 因 す る 技 術 的 な 失

敗 は 殊 に 許 さ れ る も の で は な く 、 ま た 肝 移 植 が 治 療 法 と し て
f

一 般 に コ ン セ ン サ ス を 得 る た め に も 、 よ り 安 全 な 肝 移 植 手 技

の 開 発 は 急 務 で あ る 。

よ り 安 全 確 実 な 肝 移 植 手 技 確 立 の 必 要 性 よ り 、 図1の よ う

な 体 内 型 抗 血 栓 性 門 脈 ・ 下 大 静 脈 バ イ パ ス チ ュ ー ブ を 考 案 し

た1本 チ ュ ー ブ を 使 用 す る こ と に よ り 、 門 脈 ・ 下 大 静 脈 バ イ

パ ス が 安 全 か つ 簡 便 に 行 な う こ と が 可 能 と な り 、 肝 全 摘 、 肝

移 植 が 門 脈 ・ 下 大 静 脈 の 主 要 血 管 を 遮 断 す る こ と な く 行 な え

手 術 時 間 も 短 縮 し う る と 考 え ら れ る 。

こ の バ イ パ ス チ ュ ー ブ は 肝 移 植 の み な ら ず 肝 門 部 癌 、 膵 癌
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な ど の 門 脈 再 建 手 術 に も 応 用 可 能 で あ る な ど

用 性 は き わ め て 高 い も の と 思 わ れ る 。

、 そ の 臨 床 的 応

門脈 ・下大静脈バイパスチューブを

用いた全肝および部分肝移植手技
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2)研 究 組 織

研 究 代 表 者:草 野 満 夫(旭 川 医 科 大 学 医 学 部 講 師)

研 究 分 担 者=山 本 哲(旭 川 医 科 大 学 医 学 部 講 師)

研 究 分 担 者1紀 野 修 一(旭 川 医 科 大 学 医 学 部 助 手)

研 究 分 担 者=野 口 法 康(東 レ 株 式 会 社 メ デ ィ カ ル

開 発 推 進 部 部 長)

3)研 究 経 費

平 成3年 度

平 成4年 度

計

4)研 究 発 表

2,000千 円

800千 円

2,800千 円

曾

口 頭 発 表

1.間 宮 規 章,草 野 満 夫,近 藤 啓 史,櫛 部 朗,紀 野 修 一,

伊 藤 久 美 子,村 上 正 道,富 田 一 郎,水 戸 建 郎=

抗 血 栓 性(ア ン ス ロ ン)s型 門 脈 下 大 静 脈 シ ャ ン ト チ ュ

ー ブ に よ る 肝 移 植 手 技

第27回 日 本 移 植 学 会1991年9月26日
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2.研 究 成 果

1)門 脈 ・ 下 大 静 脈 バ イ パ ス チ ュ ー ブ

10kgの 成 犬 を モ デ ル に 試 作 し た.1(図2)。 素 材 は 塩 化

ビ ニ ー ル で 門 脈 か ら 下 大 静 脈 挿 入 部 ま で の 横S字 部 分 は 外 径

7mmで 、 可 塑 材 を 減 量 、 硬 化 さ せ 、 屈 曲 部 の 狭 小 化 を 防 い だ 。

下 大 静 脈 内 の チ ュ ー ブ の 長 さ14cm、 外 径 は11mmで 、 最 下 端

に 側 孔 、 さ ら に 血 管 挿 入 部 に 滑 り 止 め のnotch、 下 大 静 脈 内 挿

入 時 の 空 気 流 入 防 止 の 内 筒 を 設 け た 。 ま た チ ュ ー ブ の 内 外 側

と も 抗 血 栓(ア ン ス ロ ン)処 理 を し た 。
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2)動 物 実 験

動 物 実 験 と し て は8～15kgの 雑 種 成 犬 を 用 い た 。 ネ ン

ブ タ ー ル あ る い は イ ソ ゾ ー ル で 麻 酔 し た 後 、 気 管 内 挿 管 を 行

な い 調 節 呼 吸 と し た 。

バ イ パ ス 作 製:開 、腹J後 脾 摘 し 、 つ い で 右 副 腎 静 脈 を 切 離 、

副 腎 を 剥 離 し 、 下 大 静 脈 を 腎 静 脈 上 部 か ら4～5cm露 出 す

る 。 門 脈 は 肝 門 部 よ り 脾 静 脈 流 入 部 ま で 剥 離 す る 。 腎 静 脈 流

入 部1cm頭 側 で 下 大 静 脈 に 円 形 に 血 管 縫 合 糸 を か け 、 っ い

で 腎 静 脈 直 上 お よ び 肝 下 部 で 、 下 大 静 脈 を サ テ ン ス キ ー 鉗 子

で ク ラ ン プ 後 小 切 開 を 加 え チ ュ ー ブ を 挿 入 す る 。 門 脈 側 も 同

様 にcut-downの 要 領 で す ば や く 挿 入 し バ イ パ ス を 完 成 さ せ る 。

こ の 際 門 脈 遮 断 直 前 に 上 腸 間 膜 動 脈 も 一 時 ク ラ ン プ す る 。 全

身 のHeparinizationは 行 な わ な い 。

肝 全 摘 、 肝 移 植=肝 門 部 を 処 理 後 、 ま ず 下 大 静 脈 を 横 隔 膜
o

直 下 お よ び 肝 下 部 で チ ュ ー ブ ご と 結 紮 す る 。 つ い で 肝 全 摘 を

行 な う が 、 こ の 際 、 こ の 間 の 下 大 静 脈 は 切 除 、 温 存 ど ち ら も

可 能 で あ る(図3)。 図4は 下 大 静 脈 半 切 除 に よ る 肝 全 摘 後

の 写 真 で あ る 。 ド ナ ー 肝 の 下 大 静 脈 は 肝 静 脈 開 口 部 を 温 存 し 、

紡 錘 形 に ト リ ミ ン グ 、 レ シ ピ エ ン ト の 下 大 静 脈 とside-to-sideで

吻 合 す る 。 門 脈 の 吻 合 は 後 壁 縫 合 終 了 後 チ ュ ー ブ を 抜 去 し 前

壁 の 縫 合 を 行 な う(図5)。 そ の 後 下 大 静 脈 よ り チ ュ ー ブ を

抜 去 、 挿 入 部 を 縫 合 、 肝 動 脈 を 再 建 し 、 胆 管 は 外 痩 と し た 。
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3)実 験 結 果

門 脈 ・ 下 大 静 脈 バ イ パ ス 作 製 に 関 わ る 大 腿 動 脈 圧 、 上 腸 間

膜 静 脈 圧 、 心 拍 出 量 の 測 定 を 行 な っ た 。shunt前 一clump中 一

shunt後 の 大 腿 動 脈 圧 、 上 腸 間 膜 静 脈 圧 の 変 動 は 、mean±SD

(n=34)で 以 下 の 如 く で あ る 。 大 腿 動 脈 圧(mmHg):160.7±

昏
26.7-89.6±38.0-133.8±29.5、 上 腸 間 膜 静 脈 圧(mmHg):17.2±

6.5--47.9±20.2一22.6±16.2。shunt後 の 各 々 の 圧 の 回 復 は 有 意 差 を

も っ た 変 動 で あ っ た(StudentT検 定P<0.01)(図6、7)。

図8は バ イ パ ス 作 製 時 の 圧 モ ニ タ ー で あ る が 、 門 脈clamp後 大

腿 動 脈 圧 の 低 下 と 門 脈 圧 の 上 昇 を 認 め 、clamp解 除 後 各 々 圧 の

回 復 を 示 し て い る 。 図9は バ イ パ ス 作 製 後8時 間 後 の 圧 モ ニ

タ ー で あ る が 、 大 腿 動 脈 圧 は150mmHg前 後 、 門 脈 圧 も20mmHg前

後 で 安 定 し て い る 。 ま た 、 開 腹 か ら バ イ パ ス 完 成 ま で は 平 均

35分 前 後 で 、 血 管 遮 断 時 間 は 門 脈 で2.9±1.6分 、 下 大 静 脈 で
Qf

3.0±1.6分 で あ っ た 。 バ イ パ ス 完 成 後 犠 牲 死 ま で は 最 長17時

間 ま で 確 認 し て お り 、 そ の 間 、 門 脈 圧 の 変 動 と 腸 間 の 灘 血 は

軽 微 で あ り バ イ パ ス チ ュ ー ブ 内 外 に 血 栓 の 形 成 は 認 め ら れ な

か っ た 。 以 上 の 結 果 よ り 門 脈 ・ 下 大 静 脈 バ イ パ ス チ ュ ー ブ の

開 存 性 は き わ め て 良 好 で あ り 、 肝 移 植 へ の 応 用 お よ び 肝 全 摘

モ デ ル と し て 十 分 安 定 し て い る も の と 考 え る 。
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3.総 括

肝 移 植 お よ び 肝 胆 膵 悪 性 腫 瘍 手 術 に お け る 門 脈 ・ 下 大 静 脈

シ ャ ン ト 法 と し てBiopump、 門 脈 、 大 腿 静 脈 バ イ パ ス 法 な ど が

用 い ら れ て い る 。 今 回 、 よ り 簡 便 な 最 短 距 離 で の 体 内 バ イ パ

ス 法 と し て 抗 血 栓 性(ア ン ス ロ ン)s型 門 脈 下 大 静 脈 バ イ ・パ

ス チ ュ ー ブ を 考 案 し 、 そ の 有 用 性 を 検 討 し た 。 。 バ イ パ ス は

30分 ほ ど で 作 製 可 能 で 、 大 腿 動 脈 圧 、 上 腸 間 膜 静 脈 圧 変 動

は 軽 微 で あ っ た 。 開 腹 か ら バ イ パ ス 完 成 ま で は35分 前 後 で 、

血 管 遮 断 時 間 は 、 門 脈 で2.9±1.6分 、 下 大 静 脈 で は3.0±1.6

分 で あ っ た 。 バ イ パ ス 完 成 後 犠 牲 死 ま で 最 長17時 間 ま で

観 察 し て い る が 、 そ の 間 の 門 脈 圧 の 変 動 と 腸 管 のG:血 は 軽 微

で 、 バ イ パ ス チ ュ ー ブ 内 外 に 血 栓 の 形 成 は 認 め ら れ ず 、 本 チ
電o

ユ ー ブ の 開 存 性 は き わ め て 良 好 で あ っ た 。 こ の バ イ パ ス 法 は

同 一 術 野 で 、 短 時 間 か つ 簡 便 に 作 成 で き るshuntと し て 期 待

で き る 。 さ ち に 下 大 静 脈 温 存 ま た は 下 大 静 脈 切 除 に よ る 肝 全

摘 も 短 時 間 で 施 行 し え 、 肝 移 植 に も 十 分 応 用 可 能 で あ っ た 。

こ の よ う に 本 チ ュ ー ブ を 用 い る こ と に よ り 下 大 静 脈 お よ び 門

脈 の 血 行 を 遮 断 す る こ と な く 、shunt作 製 が 可 能 で あ り 、 肝 阻

血 、 肝 全 摘 モ デ ル の 作 成 、 肝 門 部 手 術 、BenchSurgery、 肝 移

植 時 の バ イ パ ス 等 に 十 分 応 用 で き る こ と が 確 認 さ れ た 。
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